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䠄総会　来賓挨拶　風景䠅

䌻
質
疑
応
答
要
旨
䌼

Ｑ
規
約
内
に
議
決
に
関
す
る
内
容
が
抜

け
て
い
る

。
Ａ
追
記
し
ま
す

。
Ｑ
資
金

繰
り
䛿
大
丈
夫
か
？
Ａ
資
金
䛿

、
繰
越

金
䛸
連
合
自
治
会
助
成
金
の
み
䛷
少
な

い

。

（
日
置
市
議
よ
䜚
適
正
な
運
営
資

金
が
持
て
䜛
よ
う
提
案
し
て
み
た
い
と

の
コ
メ
ン
ト
有
䜚

）
Ｑ
ふ
さ
わ
し
い
人

を
役
員
に
充
䛶
る
䛸
い
う
事
䛷

、
人
材

育
成
も
必
要
で
䛿
な
い
か
？
Ａ
注
力
し

ま
す

。
Ｑ
自
主
防
か
䜙
直
接
住
民
へ
情

報
を
流
す
䜘
う
に
　
Ａ
努
力
し
ま
す

。

䌻
規
約
改
訂
の
要
旨
䌼

䌻
河
村
 

市
南
消
防
署
署
長
挨
拶
䌼

　
防
災
教
育
を
行

っ
て
き
た

。
自
助
・

共
助

、
地
域
の
方
々
䛸
連
携
し
な
が
ら

防
災
活
動
を
行
う
の
䛷
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

。

䌻
日
置
　
市
議
会
議
員
挨
拶
䌼

　
三
月
十
一
日
を
忘
れ
な
い

。
災
害
発

生
時
の
指
針
と
な
る
防
災
マ

ッ
プ
を
身

近
に
置
き
生
活
す
る

。
地
域
よ
䜚
申
請

す
䜛
こ
䛸
が
大
切
䛷
す

。

　
議
事
䛿

、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
田
中

副
会
長
に
䜘
䜚
円
滑
に
進
め
䜙
れ
ま
し

た

。

　
ᖹ
成
஧
十
九
ᖺ
度
஦
業
報
告
・
決
算

報
告
・
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
ᖹ
成
三
十
ᖺ
度
　
役
員

、
委
員
の
改

選

、
委
嘱
に
つ
い
て
　
・
防
災
会
議
組

織
　
・
災
害
対
策
本
部
組
織
　
・
事
業

計
画
　
・
予
算
　
・
規
約

、
内
規
の
改

訂
　
が
審
議
さ
れ
ま
し
た

。

洪
水
マ

ッ
プ
の
見
直
し
を
行
う

。
自
主

防
災
力
が
大
切

、
防
災
・
減
災
対
策
を

取

っ
て
く
だ
さ
い

。

　
・
事
務
局
員
の
削
除

。
・
役
員
䛿
主

に
内
部
連
合
自
治
会
役
員
と
䛾
兼
務
と

し
て
い
た
が

、
自
治
会
長
䛿
災
害
時
に

䛿
地
元
対
応
が
重
要
で

、
自
治
会
長
の

負
担
軽
減
の
た
め

「
地
域
防
災
活
動
に

ふ
さ
わ
し
い
人
を
充
て
る

」
と
い
う
文

言
を
追
記
し
た

。
䛺
䛹
八
ヵ
所
の
改
訂

を
行
い
ま
し
た

。

䌻
東
川
会
長
挨
拶
䌼

　
昨
年
の
風
水
害
対
応

、

防
災
活
動
に
対
し
感
謝
申

し
上
げ
ま
す

。
実
態
に

合

っ
た
規
約
改
訂
を
行

い

、
皆
さ
䜣
䜢
中
心
に
防

災
対
策
䜢
進
め
て
い
き
た

く
思
い
ま
す

。

䌻
真
弓
　
市
危
機
管
理
室

室
長
挨
拶
䌼

　
備
蓄
倉
庫
を
市
内
に
三

カ
所
作
り
整
備
し
た

。
水

防
法
改
正
が
あ

っ
た

。

自
主
防
う
つ
べ

　
五
月
十
九
日
　
内
部
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館
二

階
ホ
ー
ル
に
て

、
内
部
地

区
自
主
防
災
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
総
会
䛿

、
出
席
者
・
委

任
状
が
構
成
者
の
八
割
を

占
め
成
立
し

、
全
て
の
議

案
が
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た

。
ᖹ
成
三
十
ᖺ
度
ス

ロ
ー
ガ
ン
䛿

「
自
分
達
䛾

内
部
地
区
䛿

、
自
分
達
み

ん
な
で
守
る

」
で
す

。
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ᖹ成30ᖺ度　内部地区自主防災協議会総会　来賓の皆様　 䠄敬称略䠅

四日市市危機管理監　危機管理室室長　 真弓　明之 内部小学校校長　　　　　 　 松岡　佳代
四日市市南消防署　　署長　　　　　　　　 　河村　勤 内部東小学校校長 　 山⏣　喜久
四日市市市議会議員　　　　　　　　　　　 　 日置　紀平 内部市民センター館長 　 川﨑　里志
内部交番署署長　　　　　　　　　　　　　　  　山﨑　雅司 内部地区連合自治会長 　 伊藤　頼夫
内部中学校校長　 　　　　　　　　　　　　　 　阿部　明⏤ 元内部地区連合自治会長　原⏣　禮嘉

度ų࠰成ᲭᲪ࠯
ų内部地区自主防災協議会の運営体制

ų内部地区自主防災協議会

防災会議組織表Ტ含：専門部会組織Უ

会ų長 東川ų日出夫
副会長 須藤ų武ųȷ山中ų博昭
書ų記 岩本ų昌ɤ
会ų計 古市ų和文
幹ų事 ɤ谷ų新市

防災組織部 部長ų藤田ų稔ųųų  計 14名
防災設備部 部長ųɤ谷ų新市ų  ų計 17名
防災マップ部 部長ų鈴木ų直次ųų  計 13名
防災教育訓練部 部長ų安藤ų信治郎ų  計 14名

ų内部地区自主防災協議会

災害対策本部組織表

本部長 東川ų日出夫
副本部長 須藤ų武ųȷ山中ų博昭
ųųᲢ内部地区減災ǢドバǤザȸųų藤田ų稔ųȷ安藤ų信治郎Უ
内部分団長 ɤ谷ų新市
防災隊長 安藤ų信治郎
防災副隊長 宮田ų宗治ųȷ坂ɥų武ɤ

情報班 隊長ų加藤ų勝ųų ų 計 15名
連絡調整班 隊長ų和田ų博ųųų  計ų６名
救援物資班 隊長ų染田ų茂男ųų  計   7名
ボȩンテǣǢセンǿȸ 隊長ų飼鳥ų浩行ųų  計   2名

ų指定避難所Ȫȸダȸ

内部小学校 古市ų和文
内部東小学校 田中ų博
内部中学校 矢田ų昭人

度ų࠰成30࠯
ų内部地区自主防災協議会の事業方針
  事業計画基本方針

Ძ．

Წ．

Ჭ．

四日市市危機管理室Ʊ連携を密にしƯŴ直近に発生した風水害等の災害への対応を視野
に入Ǖた新しい指針を取Ǔ入Ǖ災害時を想定した防災訓練を実施すǔŵ
こǕまưの活動実績をዒዓし一人一人の住民に広く伝承し地区全体の絆を高め防災意識
の普及ȷ高揚を図ǓŴ住民ƕ自主的に参加ưƖǔ活動を推進すǔŵ
地区内の関係団体Ʊ防災活動を共用し効果的に運用すǔ事によǓŴ自主防災体制の確立
を計ǓŴ災害に強いまちƮくǓを目指すŵ


